
  

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 

 

 

  

組 合 会 社 
必要な要員を確保しているという根拠は。 毎月人事ＵＴ、モビリティーサ―ビスユニット含め職場の状況

（傷害や休まれている方がいないか）確認している。人事ＵＴ 

の把握している状況と箇所の認識を合わせて、足りているかい

ないか判断する。ずっと余裕があるわけではない、そうでない

時期があることもある。 

現時点での鎌倉車両センターの要員はどうか。 要員は確保できている状態。余裕があるとも思ってないし、欠

員が生じているとも考えていない。 

作業量は加味されているのか。 含まれていない。機能保全の本数と、臨時修繕の業務量を出す

のが難しいが、それらを見た上で要員として確保している。臨

修の作業量も承知していて、作業量がマックスのところで要員

が確保されているかと言えば、そうではないときもあるし、そ

こはなかなか見えない部分。 

機能保全の人数がベースとなって、そこに臨時修繕の人数が

プラスされるイメージか。 

その通り。 

工事件名等は算出の基礎になっているのか。 計画されているものはあるが、突発的な改修等もある。その辺

りは見えない部分はある。判断が難しい。 

臨時修繕は決まった人数があるというわけではないというこ

とか。 

平均的な中身を見て、明確な数字の出し方はない。 

車両修繕の件数は多い。その中で機能保全に人が割かれ臨時

修繕する人もいない中で、修繕作業も優先順位をつけてやら

ざるを得ない状況もあり、そうすると現場の感覚からすると

人が足りないという認識だ。 

臨時修繕作業は予測はできない。Ｅ２３５系が導入されたが、

新しい車だから故障がないというわけではなく、初期不良等で

ご迷惑をおかけしている部分もある。しかし、機動班（臨時検

査班の前身）に十何人もいた時代でも部品が入らなかったりし

て優先順位をつけてお客さまに迷惑がかからない範囲、整備標

準等の規定に抵触しない範囲で出さなきゃならないこともあ

る。今に始まった話ではない。 

現場では車両のプロとして基本的には１００％完璧な車両を

出したいという思いが根底にある。しかし、人が居ないこと

で以前よりも未修繕の車両を出すことが非常に増えている。 

優先順位をつけて規定に抵触しない範囲で修繕せずに車両を出

したとしてもまた車両は入ってくる。運用の都合があるので少

し時間はかかるが、ずっと修繕しないわけではない。 

１人で臨時修繕作業をしなければならないことが多い。1 人

だと不安全になる作業もある。２人で安全に作業を行うと共

に、お互いにチェックすることで品質も向上させることが出

来る認識だ。 

基本は２人だが 1 人でやるのもゼロではない。1 人で出来るな

ら 1人でも大丈夫だと思うので作業によりけりではないか。作

業人数については現場の判断というところになる。 

1 人で作業する場合に安全レベルが下がるという認識はある

か。 

事前打ち合わせを行っている。1 人でも班長と打合せを行うの

でその中で経験を確認したりして、安全作業ができるイメージ

だが、１００％かと言われたらそうではないかもしれない。 

臨修キャラバンとは？何の目的で行われているのか。 波動。中原支所等で作業量を見て、平準化するために行ってい

る。多様な経験を積むことにもなり、成長に繋がる。 
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３．当日の臨時検査班の出面不足により、修繕を未施工のままで車両を出区させざるをえない実態につい

て会社としての認識を示すこと。 
【会社回答】業務の運営に必要な要員は確保しているところである。なお、引き続き、全体の優先順位等も踏まえながら必要

な車両修繕は行っているところである。 
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